
平 成 2 6 年 度 科 学 技 術 人 材 育 成 費 補 助 事 業
「 女 性 研 究 者 研 究 活 動 支 援 事 業 」 （ 連 携 型 ）

申請機関

国立大学法人 神戸大学

共同実施機関

学校法人関西学院 関西学院大学

共同実施機関

公立大学法人 兵庫県立大学



３大学連携の強み・特色

医療産業（神戸市）

環境科学（コウノトリ）

計算科学（スパコン京）

アグリビジネス

次世代バイオ

「災害と女性」研究
グローバルライフ・イノベーション

大 学 コ ン ソ ー シ ア ム
ひょうご神戸への波及

女性研究者支援

両立支援

キャリア形成支援

研究力増強支援

ポジティブ
アクション

産学連携

地の利を活かした連携

連
携
型
共
同
研
究
女
性
Ｐ
Ｉ
（
15

名
）

３ 大 学 の 産 学 連 携 本 部

●関西経済連合会
●兵庫工業会
●新産業創造研究機構
●兵庫県中小企業家同友会
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神戸大学 兵庫県立大学

理学
工学・システム情報学
農学
海事科学

理学
工学・応用情報科学・
シミュレーション学
環境人間学

３大学連携の強み・特色（連携型共同研究）

関西学院大学

総合政策・理工学

人文学・国際文化学・
発達科学

神学・文学・社会学
人間福祉学・国際

法学・経済学・経営学 経済学・経営学

看護学医学・保健学

法学・経済学・商学

関西

ＳＰｒｉｎｇ-8・SACLA
共同利用拠点

学
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Ⅰ. 女性研究者支援のための基盤整備状況（神戸大学）

＜システム整備＞

＜女性研究者支援施策＞

研究支援員配置

ベビーシッター派遣
経費補助

常勤パート研究職制度

保育所設置

「女性教員養成シス
テム改革加速事業」

で女性教員21名採用

女性教員採用比率
目標３０％

育成研究員制度

メンター制度
(アワード受賞)

キャリアカフェ開催

人材バンク

両立支援 キャリア形成支援

研究費支援

英文校閲・国際学会
報告経費支援

外部資金獲得支援

研究報告会開催

研究力増強支援 ポジティブアクション

女性研究者支援モデル育成事業

H19～H21

女性研究者養成システム改革加速事業

H22～H26

意思決定

役員会

学長 (統括)

男女共同参画推進室
( 女 性研究者の総合的支援 )

男女共同参画推進委員会
( 男 女 共 同 参 画 の 推 進 )

理学
研究科長

工学
研究科長

システム
情報学
研究科長

農学
研究科長

海事科学
研究科長

人間発達
環境学
研究科長

自然科学系
先端融合研
究環長

女性研究者養成システム改革戦略会議

男女共同参画担当理事・学長補佐・男女共同参画推進室長
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Ⅰ. 女性研究者支援のための基盤整備状況（関西学院大学）

＜システム整備＞

＜女性研究者支援施策＞

理事会

男女共同参画推進本部事務局 人事部 新中期計画

学長 KSC戦略本部

初
等
部

中
学
部

各
学
部

各
学
部

各
学
部

高
等
部

各
学
部

理工
学部

総合政
策学部

各学部との
連携強化に
よる女性研
究者支援

事務局体制
の整備による
女性研究者
支援

全学的取組
による女性研
究者支援

男女共同参画推進本部
本部長（常任理事）
副本部長（副学長）

建学の精神（キリスト教主義教育）・スクールモットー

～Mastery for Service～に基づく女性研究者支援

女性研究者研究活動
支援者（ピンチヒッ

ター）制度

ベビーシッター制度

休日授業実施の際の
一時託児制度

理工学部における女
性教員の積極採用

ピンチヒッターによ
る女性研究者の積極
的支援

次世代育成行動計画

フォーラムの開催

定期刊行物の発行

活動報告書の発行

 インクルーシブコミュ
ニティ構築の取組

研究活動支援 男女共同参画に
関する啓発活動

ピンチヒッターの
量の確保による研
究の継続

支援者の育成・教
育による支援の質
の向上

研究力増強支援 ポジティブアクション

女性研究者支援モデル育成事業

H22～H24
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Ⅰ. 女性研究者支援のための基盤整備状況（兵庫県立大学）

＜システム整備＞

＜女性研究者支援施策＞

女性研究者支援委員会

委員長：学長 副委員長：副理事長

部局長

女性研究者支援室

明石看護

神戸商科

姫路環境
人間

姫路工学

神戸情報科学

播磨理学

淡路緑景観

豊岡
ジオ・コウノトリ

（H26新設）

室長

女性研究者支援室

課長

主任支援員

コーディネーター

本部

副室長

室長補佐

・推進員配置

・分室設置

各キャンパス
システム整備状況

事務局長副学長

研究支援員配置

延長保育・病児保育・
学童保育利用料金補助

相談窓口の整備

 WLBセミナー

女性教員比率目標の
設定

女性限定公募
（予定）

ランチミーティング

キャリア個別相談会

ロールモデル情報の
発信

両立支援 キャリア形成支援

研究力向上セミナー
(研究資金獲得法等)

研究力増強支援 ポジティブアクション

女性研究者研究活動支援事業

H25～H27
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３ 大 学 連 携 の ね ら い

医療産業（神戸市）

環境科学（コウノトリ）

計算科学（スパコン京）

アグリビジネス

次世代バイオ

「災害と女性」研究

グローバルライフ・イノベーション

国公私立大連携
 研究力と人材育成の

拡大

 コンソーシアム型
モデルの提示

先端研究・国際

性・統合研究の

相乗効果による

研究力ＵＰ

連携型共同研究
 PI女性研究者15名以上

研究メンター
プロモーションメンター

 論文数増

 外部資金獲得

上位職女性教員増（昇任２０％）

 女性研究者支援セカンドステージ

( )
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Ⅱ. 事業実施体制

トップから実務者までの緊密連携体制⇒着実な目標の達成！！

３大学学長協議会
●メンバー：学長
●ミッション：事業計画の
確認・見直し等、重要事項
の協議

３大学連絡会議
（理事・実施責任者）

３大学実務者連絡会議
（コーディネイター，神戸大学男女共同参

画推進室）

企業との
マッチング促進
事業の点検

企業との
マッチング促進
事業の点検

数値目標進捗
状況確認

数値目標進捗
状況確認

目標達成のため
の施策の点検
目標達成のため
の施策の点検

昇
任
・
研
究
成
果
調
査

PDCA
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Ⅲ. 企業等との連携体制と予想される効果

研究情報交換
キャリアパスの提示

<体制>

 新たな共同研究の創設
 ニーズとシーズのマッチング
充実

 学生のキャリアパスの豊富化

大学

企業

女性の視点からの

パラダイムチェンジ
女性の活躍を活かした研究

<効果>

連携型共同研究

企業への女性支援策の波及

３大学の産学連携本部

・研究メンター
・プロモーションメンター
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Ⅳ. 取り組み内容

上位職
昇任女性2割増

ワークライフバランス支援 キャリアパス支援

教育力
研究力

マネジメント力

ティーチングスキルアップ
セミナー

ピアレビュー

ピアサポート

ＰＩ女性研究者（15名以上）

論文数増（2割増/年間2本以上）

外部資金獲得（2割増）

採用比率
30％
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Ⅳ. 取り組み内容

研
究
力
／
教
育
力
増
強
支
援

PIスタートアップ研究費支給 1,360万円（80万円/1人）

研究メンター／プロモーションメンターの配置 520万円（20万円/1人）

小額研究費支援 380万円（20万円/1件）

共同研究のための旅費 48万円（2千円/1回）

英文校閲費 130万円（5万円/1件）

英語プレゼン力増強支援 154万円（50万円/1年）

ティーチングスキルアップ支援

外部資金獲得支援・研究倫理セミナー（URAとの協働）

キ
ャ
リ
ア

パ
ス
支
援

キャリアカフェ開催 20万円

キャリアパスショートセミナー開催 50万円

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
支
援
ｅ
ｎ
ｎ

研究支援員の配置 2,154万円

ベビーシッター派遣経費補助 400万円

保育施設の共同利用

人材バンクの活用（登録者累積30名以上）

柔軟な働き方の検討

研究力・教育力
増強支援
（2,592万円）

ワークライフバ
ランス支援
（2,554万円）

キャリアパス支
援（70万円）

トップマネジメントセ
ミナー（215万円）
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Ⅴ. 連携企業等に取組を普及させる工夫

連携型共同研究

 連携型共同研究
報告会

 キャリアパス
ショートセミナー

 産⇔学フォーラム

 産学パブ

企業

コンソーシアム

 女性研究者
ネットワークの
拡大

 研究の多様性
の促進

産学共同研究

 研究の多様性
の促進

 イノベーション
 成果の事業化

 学生のキャリア
拡大

企業とのマッチング
産学連携大学の増加

【工夫 】 【波及効果 】

関西経済連
合会

兵庫工業会
等

女性人材
活躍促進

女性経営者
増加施策

３大学の
産学連携本部
３大学の

産学連携本部 外部資金外部資金
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ガバナンス強化ガバナンス強化

実効性の担保

女性研究者の研究力・教育力増強

Ⅵ. 取り組みの実効性・期待できる根拠

学長のリーダー
シップ

トップマネジメント強化
（政府方針との緊密協働）

三大学連絡会議
目標達成施策の

点検

女性研究者
昇任状況調査

連携型共同研究
研究力・教育力
増強支援

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

トップダウン
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11.9 13.1 

16.6

21.4 

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

Ⅶ. 資金規模と費用対効果

平成26年度 平成27年度 平成28年度 合計金額

所要額 21,085 24,785 27,130 73,000

補助金額 20,000 20,000 20,000 60,000

自己負担額 1,085 4,785 7,130 13,000

女性研究者支援
モデル育成事業
女性研究者支援
モデル育成事業

女性研究者養成シス
テム改革加速事業
女性研究者養成シス
テム改革加速事業

女性研究者研究活動
支援事業（連携型）
女性研究者研究活動
支援事業（連携型）

事業
終了後
事業
終了後

費用対効果（神戸大学）

1.2
ポイントＵＰ

3.5
ポイントＵＰ

4.8
ポイントＵＰ

女性教員在籍比率（除く研究員） 企業との共同研究

17件
（Ｈ26）

2割
増
2割
増

（千円）

26.8 

33.4 

19.0 

22.7 

7.6 

17.5 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

1年度目 ４年度目

採用比率 在職比率

上位職登用率

H29H19 H22 H26
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Ⅷ. 事業終了後の体制・行動計画・予算確保

ワークライフバランス支援
●研究支援員の配置（各大学10名以上）

●一時預かり保育室の共同利用

●ベビーシッター派遣経費補助

キャリアパス支援
●キャリアカフェ開催

●キャリアアップカフェ開催

●キャリアパスショートセミナー開催

事
業
実
施
体
制

3

大
学
連
携
会
議

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

支
援

女性研究者採用比率
３０％の維持・向上

プロモーションメンター
制度の継続

女性研究者に関する統計
資料の公開

女性研究者支援
サードステージ

コンソーシアム型モデル
の展開・波及

連携共同研究の継続
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